
あまぎせん

て煙管に入る(図ー2)。重 ilÍiは炭水車に備えられた重油タンクに

1 重i由専燃|韓関lJiの火室 2. C52 形式改造事の火室
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j庁放され， !7"/{l の中には重油加熱j司の蒸気管がとおっている。

これは重油の流動性を治すためと， パーナ出口 における混皮を

ある程度に高めた方が対lの霧化をよくし燃焼上具合がよいから

である。重ìill タンクからパーナまでは重力によって送泊され，

パーナからの噴射は蒸気噴射に よ っている。炭水車と後|弘j1事と

の附には送油管にたわみ管を使ってある。わが国の機関車は重

ìrllW燃と しては火室容般の割合が小さく十分な蒸発量を得にく

いとされていた。 しかるに昭和 28 年には燃焼室付 C59 形 1 j可

をポイ ラ本体はそのままで重油専燃軽量関車に改造し，数次にわ

たり試験 ・ 研究の結果わが国の大形機関車ポイラの火室でも重

油の燃焼方式によっては火室はそのままでも十分の蒸発量:が得

られる ものがあるこ とがわかり ， 引絞き長期保守上の点につい

て研究されている。 C59 形の改造事では重油パー ナをのど板側

からでなく逆にたき 口下部かられんがア ー チ下問IJ前方へ向けて

おり，炎はア ーチ下で逆転して後に帰りア ーチの上に出て煙管

に入るようにして燃焼の道程を長くする。また優秀なパーナに

よ って重油の霧化を良好にし，風口の付方でF イツタ バーンを

させるな どによって完全燃焼をさせるこ と をはかったのである。

霊泊専燃によ ってつぎfの利点が考えられる。

(1) 燃焼温度が高いので過熱蒸気の混度高く ， 蒸気効率が良
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好となる。また燃焼効率が上るのでポイラ効率が良好となる。

(2) 運転線路に応じたたき火の調整が短めて容易である。

(3) 乗務員は投炭の要なく ， 労力をいちじるしく軽減できる。

(4) 消煙の効果が大きい。

2 重idl f1r燃軽量|鈎 Ilï (図 3)

石炭たき機関Ilï の火室内に重1111 を蒸気によって噴射し， 火床

上の燃焼石炭の熱によって噴射霊制lを燃焼させ， 使用石炭の一

部を重i闘で補うものである。わが国では霊油併燃は相当古くか

ら実施され， 蒸発力司自大と消煙効果のため勾配区間および磁道

区間において使用され，治線火災防止のため市街地の線区に使

われたこともある。これらは重油価格の変動による経済上の理

由からしばしば中断され，大正後期からは全然使われていなか

ったが，昭和 26 年わが国の石炭危俊の対策として石炭不足の打

開ならびに店主道内における消煙効果と勾配区間の投炭の労苦を

軽減するために再ひ.使用されることにな った。

その後石炭危織が解消されてからも隆道または勾配区間にお

ける消煙効果ならびに乗務員の苦痛軽減などの点で好評を博し

現在もこのような区間で実施している。また重油併燃によって

ポイラ出力を地大するので‘輸送力鳩大のためにも一部の線区で

は実施している。(高桑五六)

あまぎせん 甘木線 鹿児島本線基山駅から東方甘木駅に至る

14 .0km の線。 鹿児島線に属する簡易線であ る。

昭和 14 . 4 基山と材 木を結ぶ鉄道として開通し， 甘木線と呼ぶ

こととしたものである。(森悌寿)

あまもりしけん 雨洩試験 (車両の) 車両が鉄道工場に入場

したとき ， または修絡を完了したとき ， 雨水が車内に浸入する

か否かを検査する ことで， 小穴を多数有する鉄管をアーチ形に

っくり ， 管内部から水圧をかけ水を噴出させ， その下に車両を

入れて車内検査を行うのが普通の方法である。この試験を行う
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